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アクティブシティー創造グループ
グローバルシティー創造委員会事業計画（案）Ｖｅｒ．４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：齊藤　秀昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：今野　　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：武田　靖裕
【委員会主旨】
　昨年の香港大会において２０１４ ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会の開催が決定し、これを翌年に控え契機とし、私たち山形青年会議所が先頭に立ってち、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの実現に向けて愛するわがまち「やまがた」山形の魅力をこれまで以上に世界中の人々にＰＲしていく必要があり、「おもてなしの心」と共にそのます。そのために行政や諸他団体と積極的に連携し、現代社会に合わせた様々なツールを使い、市民の方々と共に愛する郷土山形の魅力を存分に発信していかなければなりませんく役割を担います事が求められます。

　まずは、行政や関係諸関係団体との連携を強固にし、国内外だけではなく海外からの人達の受け入れ体制もを視野に入れて、ＳＮＳなど様々なツールを使いって国内はもとより海外の人たちとも交流し、魅力ある山形をわかりやすく発信して、関わった人たちが山形に来ていただけるようにいく事業を企画・実施します。そして、市民の方々と一緒に郷土愛を育み、私たちがまちの魅力を共に感じていく過程の中で、「おもてなしの心」をさらに発展させていきます。さらに、山形の魅力を国内山形に住まう人たちと山形市外多くの方々に、山形の豊かな自然と食文化、そして素晴らしい事業や人柄を理解していただくための発信を、公益社団法人格を有する団体の例会を通としてはもちろん、関係諸団体とも連携して国内外に向けて積極的に行ないます。私たちの活動が十分に地域の魅力を発信しているかを検証し、事業のさらなる向上を目指すために、各種アワードの申請を行います受賞として結果を求める事でＬＯＭの自信に繋げると共に市民への関心を高めるようにしますって参ります。そして、山形の魅力を内外で互いに再確認し、いつでも、どこでも、誰もが山形の魅力を発信していけるような仕組みを作りますって参ります。
　そうした事業を通して展開していくこと自らの成長と共により、市民と行政が一体となり、山形を訪れたくなる、また来たくなるまちを目指し、山形に住む人達に明るさと活気を生み出し、東北の元気を山形から発信し、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの実現に向けたまちづくりを展開しますを創りますを創ります。
　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を翌年に控え、私たち山形青年会議所が先頭に立って、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの実現に向けて愛するわがまち「やまがた」の魅力をこれまで以上に世界中の人々に、「おもてなしの心」と共にその魅力を存分に発信していかなければなりません。

　まずは、行政や関係諸団体との連携を強固にし、ＳＮＳなど様々なツールを使って国内はもとより海外の人たちとも交流し、魅力ある山形を発信して、関わった人たちが山形に来ていただけるようにします。そして、市民の方々と一緒に郷土愛を育み、私たちがまちの魅力を共に感じていく過程の中で、「おもてなしの心」をさらに発展させていきます。さらに、山形の魅力を多くの方々に、豊かな自然と食文化、そして素晴らしい事業や人柄を理解していただくための発信を、公益社団法人格を有する団体の例会を通して、関係諸団体とも連携して積極的に行ないます。私たちの活動が十分に地域の魅力を発信しているかを検証し、事業のさらなる向上を目指すために、各種アワードの申請を行います。そして、山形の魅力を再確認し、いつでも、どこでも、誰もが山形の魅力を発信していけるような仕組みを作ります。
　事業を通して自らの成長と共に、市民と行政が一体となり、山形を訪れたくなる、また来たくなるまちを目指し、山形に住む人達に明るさと活気を生み出し、東北の元気を山形から発信し、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの実現に向けたまちを創ります。
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【常任理事意見】
締切：１０月１０日（水）正午

１０月１８日（木）第３回役員予定者会議にて協議①

１１月　６日（火）第４回役員予定者会議にて協議②
１２月　３日（月）第５回役員予定者会議にて審議
